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１．はじめに 

 現代日本における大都市の多くは明治期の近代化で目覚ましい成長を遂げた．とくに，第２次大戦後の戦災復

興と高度成長期の都市基盤整備により都市空間が大きく変貌する一方，現代空間では往時の景観をうかがい知る

ことが難しくなっている．このような背景のもと，近年ではわずかに現存する歴史的環境を活用したまちづくり

や観光事業が数多く展開されるようになり，歴史に対する関心が高まりつつある．つまり，都市の資産として歴

史的環境を保全・復元することが今後ますます重要になると考えられる． 

一方，高度情報化社会の真っ只中にある近年では，空間情報技術も急速に普及し，GISの利用がより身近になっ

ている．国土交通省において 2003年に取りまとめられた美しい国づくり政策大綱では，技術開発として GISを用

いた３次元景観シミュレーションによる景観の変遷や対比がテーマとして掲げられている．都市の変遷分析にあ

たって，GISは長期的な時空間情報の処理を可能とすることから有効なツールとして活用されている． 

 

２．研究の目的と方法 

 研究の対象地となる大阪は江戸期より水辺を活用することで水都として栄えたが，今では関西圏の公共交通機

関の結節点が集積し，高層ビルが林立する近代都市へと変化している．また，江戸や京とともに三都と称されて

いた．これまで，過去と現在の景観を対比する研究は行われてきたが，変遷に関する研究は十分ではない．そこ

で，本研究ではGISやCAD/CGといった空間情報技術を活用することで，近代化がはじまる明治期以降の大阪の歴

史的変遷を明らかにする．さらに，近代化の過程で発生・消失した特徴的な都市空間を再認識し，大阪の資産と

なる歴史的環境として復元することを目指している． 

 具体的には本研究室で構築された地形図データベースより市街地と湿地の空間データを作成し，歴史環境GIS

と併用することで都市変遷データベースを構築した．このデータベースを用いて変遷過程を２次元的に整理・把

握している．さらに，本データベースを用いた近代化変遷の把握結果から近代的変化の著しい地区を選定する．

そして，CAD/CGを用いて３次元都市モデルを構築し，３次元変遷景観シミュレーションを行うことで近代化に

ともなう都市景観の変貌をヴィジュアルに再現している． 

 

３．近代化による変遷過程の把握 

本データベースを２次元的にみると，現在，大阪市内で最大流域を誇る新淀川は明治後期に形成された河川で

あることが把握できた．大正期には新淀川の右岸地域や旧淀川の大川左岸地域より早く，新淀川と旧淀川に挟ま

れた梅田が市街化している．また，明治初期から戦前まで大阪駅付近には堀川が存在し，特徴的な空間が形成さ

れていたが，戦後復興期から高度成長期の間で多くの堀川とともに消失していることが明らかになった（図１）． 

くわえて，都市空間が拡大する一方では同時に市街地の更新が起きている．そのため，先に作成した市街地のGIS

データに属性情報を付与することで散在していた情報を統合化し，地物が存在していた期間を特定した．結果とし

て，総数116件の地物が抽出でき，中之島や旧淀川の大川周辺では多数，抽出することができた（図２）．さらに，

抽出位置の土地利用が変化していることから景観的な変化も考えられるため，本研究では市街化の著しい梅田地区

と景観的変化が予測される旧淀川の大川周辺地区を景観シミュレーションの対象地として着目した． 
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４．変遷景観シミュレーション 

都市モデルの構築にあたって，先行研究の知見である大阪の最大視認距離を考慮した140km四方を参考に，数値地

図250m（標高）と数値地図50m（標高）を併用して地形モデルを作成した．また，地物には代表的地物と町家モデル

を作成した．代表的地物として梅田地区では梅田停留所・大阪駅，旧淀川の大川地区では造幣局を史料に基づいて

詳細に復元している．これらの３次元モデルを用いて，梅田地区と旧淀川・大川地区の変遷景観シミュレーション

を行った．明治期における梅田地区は湿地帯が拡がるばかりであったが次第に市街化し，鉄道路線が集積していく

過程が読み取れる（図３）．それに対して，造幣局が面する旧淀川の大川地区では地物の更新や橋梁の架橋といっ

た変化が生じており，造幣局を取り巻く環境の変化により景観的変化が生じている（図４）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 本研究では GISと CAD/CGを統合的に利用することで，大阪の明治以降の変遷を把握し，また，景観シミュレ

ーションを行うことで近代化にともなう変遷景観を視覚化した．さらに，大阪の歴史環境として３次元都市モデ

ルを構築し，デジタルアーカイブとして復元することができた． 
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図１ データベースの構築 

図３ 梅田地区の近代化変遷 図４ 旧淀川・大川地区の近代化変遷 

シミュレーションの視線方向 シミュレーションの視線方向 

図２ 市街地更新による変化の把握 

ID build_NAME atoti_riyou
1 造幣局 －
2 三菱金属大阪精錬所 大阪アメニティパーク(OAP)
3 天満紡績会社 中西金属工業
4 大阪合同紡績会社 住宅地
5 東洋製紙会社 学校および住宅地（UR都市機構）
6 電気分銅会社 天満市場
12 泉布観 －
16 日本橋梁会社 住宅地（淀川リバーサイドタウン・センチュリーさくら16）
19 日本毛織会社 住宅地（UR都市機構）
34 豊崎圧延工場 住宅地（UR都市機構）
37 ローゼブラシ会社 三共大阪工場
38 三平会社 住宅地（ourswest/south/east）
40 王子製紙会社 セントプレイズシティ
41 藤田邸 藤田美術館および大阪市公館
45 鐘淵紡績淀川支店 ベルパークシティおよび大阪市立友淵中学校
46 毛織物会社 市営毛馬住宅
64 製糖会社 大阪拘留所
65 木管会社 大阪拘留所
66 高等工業学校 大阪市立東高校およびNTT西日本電信電話
67 実科女学校 関西電力空心町変電所, 三菱マテリアル社宅, アパートなど

1 造幣局
2 三菱金属大阪精錬所
3 天満紡績会社
4 大阪合同紡績会社
5 東洋製紙会社
6 大阪電気分銅会社
7 大日本紡績会社
8 大阪紡績会社
9 大阪モスリン会社
10 住友伸銅所
11 ラサ島燐砿大阪工場
12 泉布観
13 控訴院
14 天満宮
15 大阪駅
16 日本橋梁会社
17 大福紡績会社
18 大阪電燈会社安治川発電所
19 日本毛織会社
20 住友製鋼所
21 大阪鉄工所
22 住友電線製造所
23 日本染料会社
24 大阪舍密工業株式会社
25 東洋紡績四貫島工場
26 商工会議所
27 大日本アルミニウム製造所
28 大阪電燈春日出発電所
29 ペイント会社
30 摂津製油会社
31 島田硝子工場
32 若松町分監
33 北野中学校
34 豊崎圧延工場
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